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１．はじめに

　私達は様々な色彩の物品に囲まれて生活をして

おり、それぞれに好みの色彩があると思う。しかし、

好みの色彩が身の回りの物品全てに反映されてい

るとは思えない。そこで、好まれやすい色彩と物品

には何らかの関連性があるかのを調べ、明らかにし

たいと考えた。

２．実験概要

　実験は２種類行う。１つ目の実験では、２２の色

彩を２１の物品に被験者で想像で当てはめてもら

い、そこでの印象評価を行う。

　２つ目の実験ではカラーシュミレーションによ

り２１の物品にそれぞれ色彩をつけたのもを画像

にし、それを印象評価してもらう（図１参照）。

　この二つの実験にわけることにより、物品と色彩

の好みの関連性に加え、被験者が想像によってイ

メージする色彩と、実際に目にした時の色彩の印象

評価の違いも調べることができる。

３．結果、考察

　実験１、２共に評定結果に大きな個人差が出てし

まった。このままの数値を平均値として使用しても

正確な結果は得られないためクラスター分析をし、

被験者をグループに分け、解析することにした。

３－１　実験１

　大きく２つのグループにわかれたもののそれぞ

れの平均値を用いて因子分析し、因子負荷が類似し

たものの順に並べたものが表１である。グループ

１，２共に似たような並び方をしている。これは色

彩の好みが似ている物品の群は個人差が小さいこ

とを表している。ただし、グループにより好まれる

色彩は異なっている。グループ１はキッチン用品に

白や淡い色彩を好み、衣料品に黒や赤系統の色彩を

好んでいる。一方グループ２は全体的にくすんだ色

彩を好んでいる。

　この並び順を観察してみると多少の誤差はある

が、キッチン用品と衣料品が対極になっているよう

に感じる。実際私達の身の回りのキッチン用品は白

や淡い色彩の物が多く、衣料品は多種多様な色彩の

物が多い。色紙の好みが物品の色彩の好みにも反映

されると考えていたが、反映されないということが

実験１でわかった。

　

　表１　実験１因子分析結果

　図１　実験２使用画像例

　　　　グループ１　　　　　　　　　　グループ２

３－２　実験２

　こちらも大きく２つのグループに分かれたものを

因子分析した。被験者の２／３はグループ１の方に

属しており、こちらは実験１の並び方とは差がある

ように見えるが、衣料品の並びにばらつきが生じた

だけで他の並び順はそこまで変化がない。つまり、

衣料品について被験者が想像していた色彩と実際に

目で見た時の色彩のイメージには誤差があるという

ことが言える。グループ２も第２因子までの結果で

はグループ１と似たような結果が出ている。しかし、

グループ２は第２因子までで５割の説得力しかない

ため、第３因子以降の結果も考慮する必要がありそ

うである。

　表２　実験２因子分析結果
　　　　グループ１　　　　　　　　　　グループ２


